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第９期 廃棄物減量等推進員（ごみゼロリーダー）の委嘱へ

大阪市廃棄物減量等推進員（愛称：ごみゼロリーダー）については、平成15年10月に制度を創設し、全市で

約4,000名に対して市長から委嘱のうえ、地域におけるごみ減量・３Ｒの普及啓発や実践活動について、環境

事業センターと連携・協働して取り組んでいただいているところです。

現在、活動していただいている第８期ごみゼロリーダーについては、令和２年３月末で任期満了となります

が、再任を妨げないこととなっていますので、引き続きのご活躍を、お願いします。

ごみゼロリーダーの役割

※廃棄物減量等推進員は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第5条に規定されています。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
＜第５条の８＞

①市町村は、社会的信望があり、かつ、一般廃棄物の適正な処理に熱意と識見を有する者のうちから、

廃棄物減量等推進員を委嘱することができる。

②廃棄物減量等推進員は、一般廃棄物の減量のための市町村の対策への協力その他の活動を行う。

ごみの減量と３Ｒ（リデュース：発生抑制・リユー

ス：再使用・リサイクル：再生利用）を推進するため

には、市民の皆さんの自主的な取組みを促進する

ことが必要です。そのためには、地域活動協議会、

地域振興会などの住民組織の地域ぐるみでのご

理解とご協力が不可欠です。このため、推進員の

皆さんは大阪市長から委嘱を受け、ごみの減量と

３Ｒを推進する地域のボランティアリーダーとして、

また大阪市と地域の住民とのパイプ役として、活動

をしていただくことになります。

なお、推進員としての活動を行う際は、推進員で

あることを証明する「廃棄物減量等推進員証」を携

帯し、必要に応じて帽子を着用してください。
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ごみゼロリーダーの活動は、ごみ減量が大前提ですが、なぜごみ減量が必要なのか？

現状のごみ量のまま推移すると、日本の最終処分地の残余年数はあと20年しかもちません。

ごみを燃やすと１０分の１の灰や燃えかすが残り、最終処分場に埋め立てられます。また、不燃物や粗大ご

みも埋め立て処分されています。この様なごみを出来る限り減らしていくことで、最終処分地の延命につなげ

ていく事が重要です。ごみゼロリーダーの皆さんは、一人でも多くの方にごみ減量の意識を持ってもらえるよう

に地域における先導役となっていただきたいと思います。

なぜ、ごみ減量が必要なのか？

平成30年度に実施した家庭ごみの組成分析調査結

果から、普通ごみに含まれる古紙の推計量を試算し

たところ、古紙・衣類の分別対象品目となっている「そ

の他の紙」が約3.1万トンも普通ごみとして捨てられて

いることが分りました。これは、新聞やその他の紙な

どを含めた大阪市の古紙回収量（約1.8万トン）を大き

く上回るもので、内訳を見ると、食料品や日用品など

の紙箱が9千トンと最も多く、紙袋も2千トン含まれて

いました。

普通ごみとして捨てられた「その他の紙」（平成30年度）

紙袋 ２千トン

食料品や日用品

の紙箱 ９千トン

➀新聞・折込チラシ ②段ボール ③紙パック

片手で持ち上げられる程度の量までを４つ

折りし、ひもで束ねてお出しください。

又は、新聞販売店で配られ

ている透明もしくは半透明の

新聞回収袋でお出しください。

粘着テープ・カーボン紙（宅配伝票など）を

はがし、折りたたんで１０枚程度までをひも

で束ねてお出しください。

※簡単に取れない金属

製の留め具は外さな

くてもかまいません。

水洗いして、切り開き、乾燥させてから、

ひもで束ねるか、中身の見える

ごみ袋に入れて

お出しください。

④雑 誌 ➄その他の紙 ➅衣 類

片手で持ち上げられる程度の量までを、
ひもで束ねてお出しください。
※雑誌をとじている留め具は そのままでお出しください。

●週刊誌 ●専門誌 ●漫画本

●単行本 ●カタログ ●教科書

●パンフレット ●辞典など

●ジャケット ●シャツ ●ズボン

●セーター ●スカート

●ジーンズ ●コートなど
洗濯し、乾かしてから、中身の見える

ごみ袋に入れてお出しください。

雨などで衣類がぬれないよう袋の

口をしっかり閉じてお出しください。

ひもで束ねるか、中身の見える

ごみ袋に入れてお出しください。

シュレッダーした紙

値札

包装紙

ポスター
トイレットペーパーなどの芯

名刺・はがき・封筒

紙箱

紙製ファイル カレンダー
紙袋

ビニールは外し

て普通ごみへ

ビニール窓は外し

て普通ごみへ

紙以外の紐は

外して普通ごみへ

金具は外して

普通ごみへ
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ご二

持続可能な開発目標 ＳＤＧｓとは？

国際目標というと、地方自治体には関係ないと思われがちですが、実は、皆さんが

日常の暮らしの中で行える事も多くあります。

例えば、お買い物時にマイバックを持って行き、レジ袋を断る事により、廃棄物の発

生を抑制する事ができます。 また、一般家庭から出される、手つかずのままの食品

や食べのこしが、年間約4万トンも捨てられていることから、缶詰やインスタント食品等

の未開封のもので、常温で保存でき、賞味期限が一定期間以上残っている食品であ

れば、フードドライブへの提供で食品の無駄な廃棄を減らすことに貢献できます。

ＳＤＧｓの中には、「海の豊かさを守ろう」というものもあり、近年の海洋プラスチック問

題も該当します。ご家庭から出たプラスチックは、しっかり分別して収集日に出す様に

お願いします。

皆さんは、テレビや新聞などで、ＳＤＧｓという言葉を見たり聞いたりしたことはあるでしょうか？

持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年

9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された2016年から2030年

までの国際目標です。

持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成され、「誰一人取り残さない」社会

の実現をめざし、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に統合的に取り組むものです。

SDGsとは、「Sustainable Development Goals」の略称のこと

皆さんで、取り組めること



ごみゼロリーダーニュースホームページ
https://www.city.osaka.lg.jp/kankyo/page/0000012708.html

お住まいの地域 担当の環境事業センター 電話番号 ＦＡＸ番号
北区・都島区 北部環境事業センター 06-6351-4000 06-6351-4049
淀川区・東淀川区 東北環境事業センター 06-6323-3511 06-6370-3951
旭区・城東区・鶴見区 城北環境事業センター 06-6913-3960 06-6913-3674
福島区・此花区・西淀川区 西北環境事業センター 06-6477-1621 06-6477-4602
天王寺区・東住吉区 中部環境事業センター 06-6714-6411 06-6714-7787
中央区・浪速区 中部環境事業センター出張所 06-6567-0750 06-6567-0721
西区・港区・大正区 西部環境事業センター 06-6552-0901 06-6552-1130
東成区・生野区 東部環境事業センター 06-6751-5311 06-6753-3041
住之江区・住吉区 西南環境事業センター 06-6685-1271 06-6685-1282
阿倍野区・西成区 南部環境事業センター 06-6661-5450 06-6653-7849
平野区 東南環境事業センター 06-6700-1750 06-6706-2007
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開催日時 2020年２月14日（金曜日）

13：30～17：00 ご
み
減
量
市
民
交
流
会

二
〇
二
〇

■ 会 場 大阪産業大学 梅田サテライトキャンパス（大阪駅前第３ビル19階）

■ 参加費 無料（定員８０名 先着順）

■ 主 催 大阪ごみ減量推進会議 ■ 共 催 大阪市 ■ 協 力 なにわエコ会議

■ お申込み方法

・お住まいの地域を担当する環境事業センターへ申込みください。また、参加に関する問合せなど、

ご不明な点等がございましたら、ご連絡ください。（下記参照）

・推進員の方の交通費は、ご自宅から会場までの分をお支払いします。

会場のご案内

ご
み
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
学
び
合
い
、
語
り
合
お
う
！

内 容

第１部 ごみ減量活動事例発表 （13：35～14：20）

滋賀県 日野町のエコライフ推進協議会の活動

第２部 ワークショップ （14：30～16：00）

（テーマごとにグループに分かれての意見交換）

第３部 ワークショップの全体共有 16：10～17：00）

ワークショップ①

地域に根ざした市民、

事業者、行政の協働を

どうつくるか

ワークショップ②

プラスチックごみゼロを

めざして

ワークショップ③

食品ロスを減らすには

ワークショップ④

雑がみの集め方・出し方

※希望のワークショップを受講


